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朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新
聞
」
元
日
付
は
、
二
〇
二
一
年

一
二
月
二
七
日
か
ら
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
第
八
期

第
四
回
全
員
会
議
（
総
会
）
の
様
子
を
「
偉
大
な
わ
が
国
家
の
富
強

発
展
と
わ
が
人
民
の
福
利
の
た
め
に
さ
ら
に
力
強
く
闘
っ
て
い
こ

う
」
と
題
し
て
概
略
的
に
報
じ
た
。
毎
年
元
日
、
金
正
日
政
権
下
で

は
「
新
年
共
同
社
説
」
が
掲
載
さ
れ
た
一
方
、
金
正
恩
氏
は
金
日
成

時
代
の
「
新
年
の
辞
」
を
復
活
さ
せ
て
い
た
が
、
二
〇
年
か
ら
は
党

の
会
議
に
つ
い
て
報
じ
る
こ
と
で
新
年
の
方
針
を
示
す
と
い
う
独
自

性
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
最
高
指
導
者
個
人
に
集
中
し
が
ち
な
責
任
を
分
散
さ
せ

る
べ
く
、
党
組
織
を
通
じ
た
統
治
ス
タ
イ
ル
を
重
視
す
る
一
環
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
過
去
最
長
の
会
期
と
な
っ
た
五
日
間
の
う
ち
三
日
間

は
「
分
科
別
研
究
及
び
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
や
、
従
来
の

全
員
会
議
で「
指
導
」し
て
い
た
金
正
恩
総
書
記
が
、今
回
は「
参
加
」

「
司
会
」
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
同
じ
文
脈
で
説
明
で
き
る
。

　

議
題
は
、
①
二
一
年
度
の
党
及
び
国
家
政
策
の
執
行
状
況
総
括
と

二
二
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
②
二
一
年
度
の
国
家
予
算
執
行

状
況
と
二
二
年
度
の
国
家
予
算
案
に
つ
い
て
、
③
社
会
主
義
農
村
問

題
の
正
し
い
解
決
の
た
め
の
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
④
党
規
約
の

一
部
条
項
を
修
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
⑤
党
中
央
指
導
機
関
メ
ン

バ
ー
の
二
一
年
下
半
期
の
党
組
織
思
想
生
活
状
況
に
つ
い
て
、
⑥
組

織
問
題
（
人
事
）
で
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
内
容
に
新
味
が
な
く
、

二
一
年
一
月
の
第
八
回
党
大
会
の
方
針
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
重
き

が
置
か
れ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
教
授

礒
﨑
敦
仁

恒
例
だ
っ
た
金
正
恩
総
書
記
の
「
新
年
の
辞
」
は

二
〇
二
〇
年
か
ら
「
労
働
新
聞
」
を
通
じ
て

朝
鮮
労
働
党
の
方
針
を
伝
え
る
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
た
。

金
総
書
記
が
一
歩
引
い
た
意
味
は
何
か
。

二
一
年
初
頭
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
続
け
る
理
由
と
は
。

い
そ
ざ
き　

あ
つ
ひ
と　

一
九
七
五
年
生
ま

れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

後
、
ソ
ウ
ル
大
学
大
学
院
留
学
。
在
中
国
日

本
大
使
館
専
門
調
査
員
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
な
ど
を
歴
任
。

著
書
に
『
北
朝
鮮
と
観
光
』『
新
版
北
朝
鮮

入
門
』（
共
著
）
な
ど
。

現
状
維
持
を
伝
え
る
北
朝
鮮
年
頭
報
道
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国
家
防
衛
力
を
強
化
、
国
民
の
食
生
活
を
向
上

　

議
題
①
に
つ
い
て
は
、
金
正
恩
総
書
記
が
昨
年
を
「
社
会
主
義
建

設
の
全
面
的
発
展
へ
の
大
き
な
変
化
の
序
幕
を
開
い
た
偉
大
な
勝
利

の
年
」と
評
価
し
た
。し
か
し
、「
最
も
重
視
す
る
農
業
部
門
」で
も「
ワ

ン
ス
テ
ッ
プ（
進
一
歩
）」が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、

部
分
的
な
成
果
を
過
大
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
昨
年

の
目
標
だ
っ
た
平
壌
市
内
の
一
万
戸
住
宅
建
設
も「
基
本
的
に
終
了
」

し
た
に
す
ぎ
ず
、「
偉
大
な
勝
利
」
は
、「
厳
し
い
難
関
」
の
中
、
か

ろ
う
じ
て
し
の
い
だ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
正
恩
総
書
記
は
「
多
事
多
変
な
国
際
政
治
情
勢
と
周
辺

環
境
に
対
処
し
て
南
北
関
係
と
対
外
事
業
部
門
で
堅
持
す
べ
き
原
則

的
問
題
と
一
連
の
戦
術
的
方
向
を
提
示
し
た
」と
い
う
。「
米
国
」「
南

朝
鮮
」
へ
の
直
接
的
言
及
に
つ
い
て
は
対
外
的
公
表
が
控
え
ら
れ
た

も
の
の
、
昨
年
六
月
の
第
三
回
全
員
会
議
で
提
示
さ
れ
た
「
対
話
と

対
決
に
と
も
に
備
え
る
」
方
針
に
変
更
は
な
い
と
見
て
い
い
。「
国

家
防
衛
力
」
の
継
続
強
化
も
明
示
さ
れ
、
一
月
五
日
に
は
極
超
音
速

ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。

　

議
題
②
の
決
算
・
予
算
案
に
つ
い
て
は
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
最
高
人
民
会
議
に
党
中
央
委
員
会
が
議
案
を
上
程
す
る

と
い
う
、
金
正
日
政
権
末
期
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
も
の
と

な
っ
た
。

　

議
題
③
は
、
一
九
六
四
年
に
金
日
成
委
員
長
が
発
表
し
た
「
わ
が

国
の
社
会
主
義
農
村
問
題
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

農
民
へ
の
思
想
教
育
強
化
な
ど
が
骨
子
で
、
画
期
的
な
策
が
提
示
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
金
正
恩
総
書
記
が
「
食
生
活
文
化
を
白
米

と
小
麦
料
理
中
心
に
変
え
る
」
と
指
示
し
た
こ
と
は
白
米
至
上
主
義

か
ら
の
転
換
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
二
〇
二
一
年
九
月
二
九
日
の

「
施
政
演
説
」
で
も
「
人
民
に
白
米
と
小
麦
を
保
障
し
て
食
生
活
を

文
明
あ
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
」
と
さ
れ
て
い
た
。

　

議
題
④
の
党
規
約
改
正
に
つ
い
て
は
、「
党
建
設
と
党
活
動
を
正

規
化
、
規
範
化
す
る
こ
と
に
お
け
る
実
践
的
意
義
を
持
つ
」
も
の
と

さ
れ
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
見
ら
れ
る
。

　

議
題
⑤
の
、
党
幹
部
の
「
思
想
生
活
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
前
回

会
議
か
ら
定
例
化
し
て
い
る
。
外
交
を
動
か
し
づ
ら
い
現
在
、
思
想

教
育
な
ど
足
元
固
め
に
集
中
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

議
題
⑥
で
は
、
内
閣
副
総
理
兼
国
家
計
画
委
員
会
委
員
長
の
朴
正

根
（
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
グ
ン
）
を
政
治
局
委
員
に
、
社
会
安
全
相
（
警

察
ト
ッ
プ
）
へ
の
就
任
が
判
明
し
た
李
泰
燮
（
リ
・
テ
ソ
プ
）
を
政

治
局
候
補
委
員
に
す
る
こ
と
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
は
な
く
、
昨
年
新
設
さ
れ
た
「
総
書
記
の
代
理
人
」
た
る
第
一
書

記
の
ポ
ス
ト
は
依
然
と
し
て
空
席
の
模
様
で
あ
る
。
●




